
 

事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和 5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
 3  5 2 0 10 

① 

本人の情報やニーズについて、利用

開始前にミーティング等を通じて

共有していますか？ 

5 4 1 0 10 

② 

サービス利用時に、本人や家族・介

護者が、まず必要としている支援が

できていますか？ 

5 3 2 0 10 

③ 

本人がまだ慣れていない時期に、訪

問や通いでの声掛けや気遣いがで

きていますか？ 

5 4 1 0 10 

④ 

本人を支えるために、家族・介護者

の不安を受け止め、関係づくりのた

めの配慮をしていますか？ 

5 4 1 0 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画  

・各職員がリーダー会議までに利用者情報の変化等についてケアマネに報告する。 

・利用者情報を修正・更新した場合は、リーダー等に報告し、リーダー会議と全体会議で共有する。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果  

 A：よくできている B:おおむねできている C あまりできていない D:まったくできていない  

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・利用者に変化があった場合は、ケアマネに報告できている。 

・ケアマネ同士の情報共有やリーダー等と話し合うこともできており、会議でも情報共有ができている。 

④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・突発的な変更があった場合、職員から情報が入ってこないなど、情報共有ができていない（総合記録シー

トや日報への記載はあり）。 
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・ケアマネへの必要事項の報告が十分にできていないことがあった。 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・突発的な諸変更があっても、しっかりと情報共有できるように、情報を得た職員は速やかにケアマネやリ

ーダー等に報告する。 

・新規利用者の受け入れ準備としての情報共有はできているため、今回については他に改善点が特に無かっ

た。 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・引き続き、各職員がリーダー会議までに利用者情報の変化等についてケアマネに報告する。 

・引き続き、利用者情報を修正・更新した場合は、リーダー等に報告し、リーダー会議と全体会議で共有す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 
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２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
0 1 8 1 10 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっ

ていますか？ 
2 2 6 0 10 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわ

かっていますか？ 
1 2 7 0 10 

③ 

本人の当面の目標「～したい」を目

指した日々のかかわりができてい

ますか？ 

0 5 5 0 10 

④ 

実践した（かかわった）内容をミー

ティングで発言し、振り返り、次の

対応に活かせていますか？ 

2 2 6 0 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画  

・担当職員はケアプランを確認した上でアセスメントを行ない、それをケアマネに報告する。 

・担当職員とケアマネが話し合うために、十分な時間を設ける。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果      

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない  

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・担当職員とのアセスメント（利用者の状況確認）はできていなかったこともあったが、おおむね職員同士

で日々のケアについての検討・変更はできていた。 

④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・担当職員とケアマネが話し合う時間を作ることができていない。 

・職員のケアプランへの理解が不十分だと感じることがあった。 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 
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Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・すべての利用者の「～したい」や「本人の目標」を把握することができていない。 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・担当職員の役割を整理して再確認する。 

・ケアプランを確認した上でアセスメントを行い、その結果をケアマネに報告する流れを作る。 

・担当職員とケアマネが話し合う時間を意識して作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 
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  ３．日常生活の支援 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
3 4 2 1 10 

① 

本人の自宅での生活環境を理解す

るために「以前の暮らし方」が 10

個以上把握できていますか？ 

0 5 4 1 10 

② 

本人の状況に合わせた食事や入浴、

排せつ等の基礎的な介護ができて

いますか？ 

4 5 0 1 10 

③ 

ミーティングにおいて、本人の声に

ならない声をチームで言語化でき

ていますか？ 

3 3 3 1 10 

④ 

本人の気持ちや体調の変化に気づ

いたとき、その都度共有しています

か？ 

5 4 1 0 10 

⑤ 

共有された本人の気持ちや体調の

変化に即時的に支援できています

か？ 

5 3 2 0 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

①  前回の改善計画  

・利用者一人一人への理解を深め、心身の変化や利用者の状況、思いを踏まえたサービス提供につなげる。 

・利用者が過ごしやすい環境を作るための話し合いの機会を増やす。 

・改めて「利用者本位」の支援方法をしっかりと踏まえ、職員本位・事業所本位にならないようにする。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果      

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない  

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・利用者の心身の変化や状況については、ミーティングやリーダー会議で常に話し合い、情報共有・把握を

している。 
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・利用者個々の希望を理解し、よりそい、ケア方法を変更する時には利用者本位であることを第一に意識し

ている。 

④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・上記の流れで決めた事項について、統一したケアにつながっていないことがある。 

・利用者本位ではなく、職員本位、事業所本位になってしまっていることがあるので、その部分を反省し、

より利用者本位の支援に修正していく必要がある。 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・本人が自宅でどのように生活していたかを理解するための生活歴の把握が不十分。 

・利用者の希望・思いをより深く理解するための「声にならない声」を引き出せていない。 

・コロナや急激な気候変動（長引く猛暑など）があり、職員全体で利用者の体調の変化に慎重にかかわって

いく必要性がより高まっている。 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・「利用者本位」であることをケアの中心として強く意識する。 

・利用者の気持ちや体調の小さな変化なども理解するために、細かくアンテナを張り、そこで得たことは職

員同士で情報をしっかりと共有し、ケア方法の見直し検討につなげる。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
4 5 0 1 10 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人

間関係等を理解していますか？ 
3 5 1 1 10 

② 

本人と、家族・介護者や地域との関

係が切れないように支援していま

すか？ 

4 4 2 0 10 

③ 

事業所が直接接していない時間に、

本人がどのように過ごしているか

把握していますか？ 

3 4 1 2 10 

④ 

本人の今の暮らしに必要な民生委

員や地域の資源等を把握していま

すか？ 

2 3 4 1 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

①  前回の改善計画    

・感染防止対策を継続しつつ、コロナ禍であっても利用者が楽しみを持てるような取り組みをしていく。 

・感染防止対策の他にも少人数に分けるなどの工夫をしながら、地域とのつながりを回復できるようにす

る。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果       

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・コロナが５類になる等、緩和された部分もあるが、コロナに限らず、一般的な感染症対策として引き続き

消毒や必要に応じてマスク着用をしている。 

・（終息しつつあるが）コロナ禍でも利用者の楽しみ（買い物やデイや遠足など）を行っている。 

・コロナ禍の深刻な状況に比べると、オレンジカフェや他の行事にも地域の方々の参加が戻りつつある。 
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④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・地域行事を行う時期の検討はこれからの課題となっている（例：猛暑日が頻発していたが夏に屋外行事を

取りやめる判断ができなかった）。 

 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・利用者の「今までの生活」について、理解を深める必要がある。 

・面会がコロナ前に戻り、家族とのつながりが増えているため、家族を通じて利用者の状況を把握できるよ

うにする。 

・長期の利用者も多く、認知症進行などで以前の生活スタイルを維持が難しくなるケースもあるので、支援

の方向性を検討するために利用者状況のより深い理解が必要。 

・家族や介護者についても、高齢化、障がい、独居などの要因により、複雑化するケースが増えているので、

利用者と周辺の状況を理解する必要がある。 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・行事を開催する時期の見直し（猛暑を避ける等）。 

・介護サービス以外のサービス（あんしんサポートセンターの事業等）などと連携し、利用者が安心して暮

らせる環境づくりを支援する。 

・近隣・地域住民の方々と利用者・事業所のつながりを大切にして、利用者と地域とのつながりが途切れな

く、本別町で暮らしていけるよう支援する。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
3 3 4 0 10 

① 

自分たち事業所だけで支えようと

せず、地域の資源を使って支援して

いますか？ 

5 2 3 0 10 

② 

ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿

泊」が妥当適切に提供されています

か？ 

7 2 0 1 10 

③ 

日々のかかわりや記録から本人の

「変化」に気づき、ミーティング等

で共有することができています

か？ 

5 4 1 0 10 

④ 

その日・その時の本人の状態・ニー

ズに合わせて柔軟な支援ができて

いますか？ 

5 4 1 0 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画  

・引き続き、利用者への個別支援対応ができる環境をつくる。 

・引き続き、ケアプランの見直しをより積極的に行い、必要に応じて適切な介護等サービスを検討する。 

・利用者とその家族への理解をより深め、利用者と家族のニーズに沿ったサービスを提供していくよう心

掛ける。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果      

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ほぼすべての利用者に対して、個別支援を実施している。 

ほぼすべての利用者に対して、ケアプランの適切な見直しができている。 
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④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・個別支援が十分にできていない場合がある（１名）。 

・ケアプランの見直しができていない場合がある（１名）。 

 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・地域にある資源を十分に把握できていないので、支援に活かすことができていない。 

・地域にはどのような資源があるか、どのような資源が不足しているかを把握する必要がある。 

・上記２点について、地域資源の情報を事業所内で理解し、共有する必要がある。 

 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・ケアプランを見直し、個別支援につなげるために、ケアプランに沿った記録を作っていく。 

・地域の資源を十分に活用して支援できるよう、資源を把握・共有する。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ６．連携・協働 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
1 5 4 0 10 

① 

その他のサービス機関（医療機関、

訪問看護、福祉用具等の他事業所）

との会議を行っていますか？ 

2 5 1 2 10 

② 
自治体や地域包括支援センターと

の会議に参加していますか？ 
1 4 3 2 10 

③ 

地域の各種機関・団体（自治会、町

内会、婦人会、消防団等）の活動や

イベントに参加していますか？ 

2 4 3 1 10 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の

地域住民が事業所を訪れますか？ 
3 5 1 1 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画  

・感染防止対策を講じながら、事業所が地域に出向く取組みをする。 

・地域住民や子どもたちとの交流の場を作る。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果       

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・コロナ関連の制限がゆるやかになっているが、総合的な感染防止対策は重要であるため、対策を講じなが

ら、事業所外に出向く機会を戻している。 

・例年になく猛暑日が長引いたためエアコンを活用し、屋内開催ではあるが、夏祭りを開催できた。夏祭り

を通して、ささやかではあるが地域住民との交流の機会を作ることができた。 
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④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・猛暑のため夏祭りは事業所開催となったが、地域との協働や子どもたちとの交流が十分できなかった。 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・子どもたちと利用者・事業所との交流の場を作っていく。 

・夏祭り等の行事の開催時期を見直す必要がある（例：猛暑日が過酷であるため、時期を変更して過ごしや

すい時期に屋外で祭り等を開催するなど）。 

 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・総合的な感染防止対策、急激に変化する気候への対応を考慮しながら、地域住民との交流、特に子どもた

ちとの交流の場を作っていく。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ７．運営 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
3 6 0 1 10 

① 

事業所のあり方について、職員とし

て意見を言うことができています

か？ 

3 5 1 1 10 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や

苦情を運営に反映していますか？ 
4 5 0 1 10 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営

に反映していますか？ 
3 6 0 1 10 

④ 

地域に必要とされる拠点であるた

めに、積極的に地域と協働した取組

みを行っていますか？ 

2 7 0 1 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画   

・引き続き、広報を活用し、事業所を知ってもらう機会を作る。 

・引き続き、夏祭りやオレンジカフェなど、地域交流行事を開催できるよう工夫する。 

・清流の里が介護と困りごと相談を気軽にできる拠点のひとつであることの PR をより強化する。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果   

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・清流の里だよりを定期的に発行できている。 

・猛暑により屋内で規模縮小開催になったものの、夏祭りを開催し、地域との交流ができている。 

・継続的にオレンジカフェを開催できている。 

・社協だより「あしたの福祉」のお知らせ欄を使って事業所の行事等のお知らせを周知できている。 

・苦情等があった場合は、会議等で反映し、すぐに対応できている。 

・地域とのつながりを維持・強化することの大切さを職員間でも共有できている。 
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④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・オレンジカフェの参加者がいつも同じ顔ぶれになっているので、PR の見直しが必要である。 

 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・オレンジカフェの参加者がいつも同じ顔ぶれになってきているので、より広くアプローチをする。 

・本別町でもオレンジカフェを開催しているので、そこに参加したり、協力し合うことも検討していく。こ

れにより、より多くの方に参加していただけるような流れを作る。 

・介護事業所であると同時に地域の困りごと相談窓口、交流の場であるという事業所のあり方について職員

全体で意識を共有する。 

・事業所に対して、苦情を含めていろんな意見を寄せやすいような流れを作る必要がある。 

 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・今後、本別町で開催するオレンジカフェに参加・協力を検討する。 

・コロナ前の状況を超えるように、地域とのつながりをより強化していく。 

・引き続き、広報を活用し、事業所を知ってもらう機会を作る。 

・清流の里が介護と困りごと相談を気軽にできる拠点のひとつであることの PRをより強化する。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
4 2 3 1 10 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参

加していますか 
8 1 0 1 10 

② 
資格取得やスキルアップのための

研修に参加できていますか 
8 1 0 1 10 

③ 
地域連絡会に参加していますか 

 
4 2 2 2 10 

④ 
リスクマネジメントに取組んでい

ますか 
5 2 2 1 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

①  前回の改善計画  

・運営推進会議以外の地域会議にも参加する。 

・研修等で得た知識・技術等を全体に周知する。 

・研修に参加できない場合でも動画や資料等を見て内容を確認できるようにする。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果       

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 

 

・研修に参加した後、参加した職員からの話を聞いたり、資料を回覧することで、研修内容を共有できてい

る。 

・研修で得た知識・技術を支援の中で実践するようにしている。また、研修内容をどのように仕事に活かせ

るかを全体会議等で話し合っている。 

④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・職員によっては、特定の会議や研修にしか参加できていない場合がある。 
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Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・毎月、全体会議で研修を実施している。 

・ヒヤリハットの内容をリーダー会議等で振り返り、リスクマネジメント強化に努めている。 

 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・職員の意識向上や、より良い介護・支援を提供するために、積極的に研修等に参加してスキルアップを図

る。 

・引き続き、運営推進会議以外の地域会議にも参加する。 

・引き続き、研修等で得た知識・技術等を全体に周知する。 

・引き続き、研修に参加できない場合でも動画や資料等を見て内容を確認できるようにする。 
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事業所自己評価・ミーティング様式 

 

 実施日 令和  5 年  10 月  2 日(月曜日) 

 

 

  ９．人権・プライバシー 

 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大井、吉村、山田、佐々木、坂本、杉本、 

サンジット、渡部、黒田、渡辺 

 

Ⅰ．個人チェック項目集計 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めまし

たか？ 
4 3 3 0 10 

① 
身体拘束をしていない 

 
7 2 1 0 10 

② 
虐待は行われていない 

 
7 1 2 0 10 

③ 
プライバシーが守られている 

 
5 2 3 0 10 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用し

ている 
7 1 2 0 10 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができてい

る 
6 1 3 0 10 

 

Ⅱ．前回の改善計画に対する取組み状況 

① 前回の改善計画  

・スピーチロックにならぬよう注意しながら、利用者への声掛けを行ない、職員全員で利用者に関わるよ

うにする。 

・職員同士がお互いに改善点を指摘しあえるような関係性を作る。 

※「スピーチロック」とは・・・ 

「スピーチロック」とは、介護者の言葉によって利用者の身体的・精神的な行動を抑制することです。「言

葉の拘束」とも呼ばれています。介護する側が何気なく使っている言葉や声がけ（例：「ちょっと待ってて

ください」「座っててください」など）によって、利用者の言動が抑制されてしまうことがあります。した

がって、実質的な拘束となってしまうのです。 

② 前回の改善計画に対する取組み結果      

A：よくできている B:おおむねできている C：あまりできていない D:まったくできていない 

③ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できている点 
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・スピーチロックにならないように、声のかけ方に気を付けている。 

・身体拘束や虐待にならないか常に考えてケアをしている。「これは拘束にあたるのではないか」とケア内

容について迷う場合には、対応した職員とも話をして、他にどのような方法があるかを話し合うようにして

いる。 

・職員同士で何が改善できるかなど、全員で会議等の中で話している。 

・利用者が嫌な気持ちになるような言葉を使わないように心がけており、職員同士でも日頃から気を付けて

いる。 

④ 前回の改善計画に対する取組み結果

について、できていない点 

 

・改善すべき点について、職員によっては行動に移せない場合がある。 

・虐待や身体拘束について、十分理解はしていても、ケアの場面で突発的に適切とは言えない方法をとって

しまうケースが見られる。 

・利用者とのトラブル等があった場合、利用者に聞こえるような場所でそのことを話していることがあり、

会話音量が大きくて利用者本人に聞こえてしまっているのではないかと感じることがあった。 

・ある利用者の介助中に、他の利用者から呼ばれると「ちょっと待っててください」とスピーチロックして

いることがある。 

 

Ⅲ．現状の取組みについて 

Ⅰ－①～④、及びその他について改善が必

要な点 

 

・身体拘束になっていないか？虐待になっていないか？プライバシーは守られているか？常に考えながら行

動する必要がある。 

・「自分を先にケアしてほしい」というタイプの利用者さんとはしっかりと信頼関係を構築し、利用者の行

動パターンを把握することで、待つ力を身に着けられるようにする。 

・利用者へのケアについて、その方法が適切だったか（拘束・虐待等には当たらないか）を提起・協議でき

る職員間の人間関係を作っていくことが必要。 

・利用者の話（特にトラブルやプライバシー等、利用者に聞かれてはいけない話）については、現状では利

用者に聞こえないように、あいの里交流センターで話している。しかし、利用者に聞こえてしまう場所（事

業所内の事務スペース等）で利用者のプライバシーにかかわる話をしてしまう場合があるので、これを改め、

利用者のプライバシー保護の重要さについて理解を深める必要がある。 

 

Ⅳ．次回までの具体的な改善計画 ※Ⅱ－④、Ⅲを中心に導き出した結果 

・今までより更に、職員同士で改善点を指摘し合えるような信頼関係を構築する。 

・利用者の行動抑制にならないように、命令口調ではなく優しい口調かつ具体的な内容を伝えるよう努める。

たとえば、「ちょっと待っててください」ではなく、「今から５分待っていただけますか」「お待たせして申

し訳ありません。今からすぐに伺いますね」など、利用者目線に立って、時間や状況をわかりやすく明確に

伝えるようにする。 

・利用者についての話は、利用者に聞こえないところに場所を移して議題にすることを徹底する（ただし、

利用者にとってプライバシー保護の必要がない良い話題についてはあえて利用者の前ですることもある）。 
 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

本別町社会福祉協議会 
代表

者 
会長 

砂原 勝 
 

法人・ 
事業所 
の特徴 

・同建物内に地域交流施設があり、利用者は知人との繋がりが持てる。 
・地域自治会に参加しており、年２回地域交流事業を実施したり、災害時の避難訓練 
 を合同で実施。 
・利用者一人一人の夢をかなえるため、職員は利用者に寄りそった介護ができている。 
・障がい者（児）の基準該当短期入所サービス受け入れの実施。 

事業所名 
本別北小規模多機能型

居宅介護事業所 
「清流の里」 

管理

者 
大井正栄 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 4 人 0 人 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見等 今回の改善計画 

Ａ．事業所の 
しつらえ・環境 

コロナ関連の事項が緩和されて

いくことを踏まえながら、感染防

止対策を継続する。 
引き続き、来客時には、職員から

積極的に声掛けし、来所者の動線

を導く。 
困りごと相談があった際のプラ

イバシー配慮のために、建物内で

空いているところすべてを柔軟

に活用していく。 

コロナだけではなく、総合的な感

染防止として引き続き手指消毒

等をおこなっている。 
来客時には職員から積極的に声

をかけるようにしている。 
相談があった際は、あいの里のス

ペースも利用しながら、プライバ

シーに配慮している。 

・他の自治会には事業所の現状・

状況がわからないのではないか。 
・あいの里交流センターの職員も

含めて、来客者に積極的にしっか

りと挨拶・声かけをした方がい

い。声をかけてくれた方が、次の

機会にも入りやすい雰囲気にな

る。 

引き続き、困りごと相談があった

際のプライバシー配慮のために、

建物内で空いているところすべ

てを柔軟に活用していく。 
すべての来客者には、今まで以上

に積極的にしっかりと声掛けし、

来所者の目的を確認し、事業所内

へ導く。 
 

Ｂ．事業所と地域の 
かかわり 

コロナ禍で途切れつつあった地

域との交流・絆を改めて強くし、

コロナ禍前に戻せるように努め

る。 
事業所として職員や利用者は地

域の行事・イベントに積極的に参

加する。 
引き続き、困りごと相談があった

場合には、来所だけではなく電

話・訪問等により、相談を受け付

ける。 
社協だより・事業所だより等の広

報で、事業所が困りごと相談の窓

口になっていることを引き続き

地域に PR していく。 

地域行事をできる限り復活させ

る方向で、夏祭りを開催した。 
事業所外の行事にも参加するよ

うにしている。 
清流の里だよりだけではなく、社

協だよりも使って行事等のお知

らせをしている。 
地域の方々も参加型の清流の里

行事（敬老会）の際に地域の方々

に吹奏楽や踊り等の芸能を披露

していただいた。 

特に無し。 引き続き、コロナ禍で途切れつつ

あった地域との交流・絆を改めて

強くし、コロナ禍前に戻せるよう

に努める。 
引き続き、事業所として職員や利

用者は地域の行事・イベントに積

極的に参加する。 
引き続き、困りごと相談があった

場合には、来所だけではなく電

話・訪問等により、相談を受け付

ける。 
社協だより・事業所だより・ホー

ムページ等の広報で、事業所が困

りごと相談の窓口になっている

ことを引き続き地域に PR してい

く。 



Ｃ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

「清流の里だより」を通して、事

業所の日々の取り組みや役割・機

能について周知し、コロナ禍で弱

まった地域の方々と事業所のつ

ながりが復活できるように努め

る。 
ICT 機器を活用し、直接会場に行

けなくても、オンラインビデオ等

で地域の方々等とのコミュニケ

ーションができるようにする。 

定期的に清流の里だよりを発行

できている。内容としては、事業

所の日常や行事のお知らせ、困り

ごと相談窓口についてなどを掲

載している。 
以前に比べると、ICT 機器をうま

く使えるようになったので、それ

らを活用しながら、離れた場所と

つなげてビデオ通話やオンライ

ン会議等ができるようになって

いる。 

特に無し。 引き続き、コロナ禍で弱まった地

域の方々と事業所のつながりが

復活できるように努める。 
引き続き、ICT 機器等を活用し、

直接会場に行けなくても、オンラ

インビデオ等で地域の方々等と

のコミュニケーションができる

ようにする。 
コロナ禍で開催見合わせになっ

ていた地域行事や地域の人々と

かかわる機会で、再開したものに

は積極的に参加していく。 



Ｄ．運営推進会議を 
活かした取組み 

コロナ禍前に戻せるよう、運営推

進委員の方々と協力しながら介

護サービスの提供と地域課題へ

の取り組みを実施する方法につ

いて、協議・検討を重ね、地域と

のつながりが途切れないように

していく。 

コロナ前の活動状態に戻すべく、

運営推進委員の方々にご協力い

ただきながら、積極的に行事等を

実施するようにしている。 
感染症対策を講じながら、地域交

流行事や事業所行事の開催、地域

行事への参加をするようにして

いる。 

・地域の困りごとが議題にあがる

ことがない（ほぼない）。 
 

コロナ禍前に戻せるよう、引き続

き、運営推進委員の方々と協力し

ながら介護サービスの提供と地

域課題への取り組みを実施する

方法について、協議・検討を重ね、

地域とのつながりが途切れない

ようにしていく。 
地域の困りごとを発見できるよ

う、広報活動や地域のつながりの

中で情報を集める。 

Ｅ．事業所の 
防災・災害対策 

社協全体で災害時等業務継続計

画（ＢＣＰ）策定委員会にて計画

を作成し、運営推進会議でも報

告・周知する。 
災害・感染症等はいつでも起こり

得るため、防災・災害対策につい

ては、下記の取り組みを引き続き

継続する。 
災害等、有事のための備蓄につい

ては継続していく。 
引き続き、清流町自治会の協力を

得ながら行なった避難訓練につ

いて、さらに協働できる事項につ

いては必要に応じて随時、協議・

整理していく。 

BCP については策定できている。 
コロナだけではなく、他の感染症

への対策も兼ねて、消毒や防護資

材などの備蓄は十分にできてい

る。 
R5 年度は 9/11 に地域のご協力を

得ながら避難訓練を実施した。 

・地域の防災訓練の実施状況がわ

からない。 
・夜勤者が 1 名なので、水害の際

は避難で事業所には誰もいなく

なるはずである。そのような状況

下で、事業所がどれだけ頼りにな

るかわからない。 
・防災計画、BCP の内容を読ん

で、災害等の際にどのように対応

するのか詳しく書いてあり、よく

できていると思った。 

災害・感染症等はいつでも起こり

得るため、防災・災害対策につい

ては、下記の取り組みを引き続き

継続する。 
災害等、有事のための備蓄につい

ては継続していく。 
引き続き、清流町自治会の協力を

得ながら行なった避難訓練につ

いて、さらに協働できる事項につ

いては必要に応じて随時、協議・

整理していく。また、訓練の実施

については運営推進会議で報告

する。 
BCP については、必要に応じて

適宜見直ししていく。 



 


